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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

５

街
の
清
掃
活
動
で
リ
ハ
ビ
リ

 

介

護

施

設

の

お

年

寄

り

ま
る
。
岩
が
林
立
す
る
街
の
上
に

気
球
が
浮
か
ぶ
不
思
議
な
光
景
を

描
い
て
い
る
。
洋
画
部
門
で
は
19

年
度
市
展
賞
・
県
芸
術
文
化
祭
奨

励
賞
の
「
想
い
出
のRadio

」

（
長
豊
子
さ
ん
作
）
が
登
場
す
る
。

懐
か
し
い
真
空
管
ラ
ジ
オ
の
内
部

を
ぬ
く
も
り
の
あ
る
タ
ッ
チ
で
表

現
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

旅 情 誘 う 鉄 道 写 真
清 水 薫 さ ん 追 悼 作 品 展

市美術展受賞作を動画で
コ ロ ナ 禍 を 機 に ５ 年 分

観
光
パ
ン
フ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 

体
験
型
の
旅
行
気
分
味
わ
っ
て

　

２
０
２
０
年
４
月
に
亡
く
な
っ

た
草
津
市
出
身
の
鉄
道
写
真
家
・

清
水
薫
さ
ん
の
三
回
忌
追
悼
企
画

展
が
長
浜
市
北
船
町
の
長
浜
鉄
道

ス
ク
エ
ア
で
開
か
れ
て
い
る
。
６

月
30
日
ま
で
。

　

清
水
さ
ん
は
大
手
電
機
メ
ー
カ

ー
社
員
か
ら
鉄
道
写
真
家
に
転
身
。

雑
誌
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
鉄
道
写
真

を
撮
影
し
、
写
真
講
座
の
講
師
も

長
浜
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

更
に
ア
プ
リ
不
要
で
湖
上
タ
ク

シ
ー
や
長
浜
盆
梅
展
な
ど
を
全
方

位
で
見
渡
せ
る
「
３
６
０°

Ｖ
Ｒ
」

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
６
カ
所
分
掲
載

し
て
い
る
。

　

地
元
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た

め
に
市
民
に
も
見
て
も
ら
い
、
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
も
図
る
。

日
本
語
版
４
万
５
０
０
０
部
、
英

語
版
５
０
０
０
部
作
成
。
宿
泊
・

観
光
施
設
に
設
置
し
、
旅
行
会
社

な
ど
に
も
送
付
す
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
市
馬
場
１
の
同
市
北
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
萩
原
邦
子

所
長
）
で
今
春
か
ら
利
用
者
に
よ

る
地
域
清
掃
活
動
が
始
ま
っ
た
。

体
操
、
手
芸
、
調
理
と
い
っ
た
従

来
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
だ
け
で

な
く
、
街
頭
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

し
て
も
ら
い
、
利
用
者
の
「
自
立
」

と
「
尊
厳
」
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
試
み
だ
。

　

平
日
午
後
に
近
隣
の
彦
根
城
、

四
番
町
ス
ク
エ
ア
、
松
原
海
岸
な

ど
に
送
迎
車
で
出
か
け
、
ゴ
ミ
拾

い
や
ほ
う
き
掃
き
を
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

２
０
２
１
年
度
の
セ
ン
タ
ー
利
用

者
は
の
べ
６
０
４
９
人
。
う
ち
６

割
超
が
中
度
以
上
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
が
、
車
椅
子
や
歩

行
器
を
使
っ
て
清
掃
に
取
り
組
む

お
年
寄
り
た
ち
も
い
る
。
「
き
れ

い
に
な
る
と
気
持
ち
が
い
い
」「
外

を
歩
く
機
会
に
も
な
る
」
と
参
加

者
の
評
判
は
上
々
だ
と
い
う
。

　

萩
原
所
長
は
「
社
会
参
加
に
よ

っ
て
認
知
症
や
う
つ
の
リ
ス
ク
も

低
下
す
る
と
い
わ
れ
る
。
好
天
の

日
に
体
調
に
配
慮
し
な
が
ら
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

務
め
る
な
ど
活
躍
し
た
。

　

企
画
展
で
は
、
北
陸
本
線
を
中

心
と
し
た
写
真
18
点
や
愛
用
の
カ

メ
ラ
バ
ッ
グ
、
時
刻
表
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
２
０
０
３
年
４
月
に

撮
影
さ
れ
た
「
春
爛
漫
」
は
、
長

浜―

田
村
駅
間
に
あ
る
一
面
の
菜

の
花
畑
の
向
こ
う
を
特
急
「
し
ら

さ
ぎ
」
が
走
る
瞬
間
を
鮮
や
か
に

切
り
取
っ
た
。
２
０
１
１
年
７
月

の
「
盛
夏
」
は
近
江
塩
津―

新
疋

田
（
福
井
県
）
駅
間
で
撮
影
さ
れ
、

夏
空
の
青
と
草
木
の
緑
を
大
き
く

写
し
込
み
、
そ
こ
を
通
る
寝
台
特

急
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
か
ら
旅
情
漂
う
作
品
と
な
っ

て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
市
美
術
展
覧
会
の
近
年
５

回
分
の
受
賞
作
が
計
約
30
分
の
動

画
に
な
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.city.hiko

ne.lg.jp/

）で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

展
覧
会
は
毎
年
９
月
に
開
か
れ

て
き
た
が
、
２
０
２
０
、
21
両
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

過
去
の
作
品
に
も
目
を
向
け
て
も

ら
お
う
と
15
〜
19
年
度
の
受
賞
作

を
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
動
画
」
と
し

て
ま
と
め
た
。
「
彦
根
市
民
の
歌
」

を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
６
部
門
（
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
美
術
工
芸
、
書
、

写
真
）
を
鑑
賞
で
き
る
。

　

日
本
画
部
門
は
19
年
度
市
展
賞

「
朝
陽
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
」
（
松

居
直
子
さ
ん
作
）
か
ら
映
像
が
始

　

長
浜
市
は
総
合
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
５
年
ぶ
り
に
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
。
体
験
型
観
光
推
進

の
た
め
、
人
物
を
含
め
た
写
真
を

多
用
し
、
旅
行
に
来
た
際
の
雰
囲

気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

表
紙
を
含
め
て
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

Ａ
４
判
20
㌻
で
、
夕
景
や
紅
葉
な

ど
美
し
い
写
真
も
満
載
。
「
黒
壁

・
木
之
本
宿
ま
ち
あ
る
き
」
「
継

承
の
魂
が
息
づ
く
伝
統
と
祈
り
の

文
化
」
「
戦
国
ロ
マ
ン
の
地
を
巡

る
」
「
満
腹
・
満
足
な
が
は
ま
グ

ル
メ
」
な
ど
８
テ
ー
マ
に
分
け
て

街
頭
で
清
掃
に
取
り
組
む
高
齢
者
＝
彦

根
市
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
提
供

動画に登場する長豊子さんの洋画

５年ぶりに全面刷新された長浜市観光パンフレット

旅情漂う作品が並ぶ鉄道写真家
清水薫さんの三回忌追悼企画展


